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地震に関する地域危険度測定調査結果（第９回）について

地震に関する地域危険度測定調査は、東京都が東京都震災対策条例第１２条に基づき、

昭和５０年から概ね５年ごとに実施し、その結果を取りまとめているものである。

令和４年９月９日に｢地震に関する地域危険度測定調査(第９回)｣の結果が東京都から公

表されたので、その概要と中野区に関係する部分について報告する。

１.調査の目的

（１）地震災害に対する都民の認識を深め、防災意識の高揚に役立てる。

（２）震災対策事業を実施する地域を選択する際に活用する。

２.地域危険度の測定手法

（１）概要

地震に対する建物倒壊、火災、総合の３つの危険量を都内５，１９２町丁目（市

街化区域内）ごとに測定し、危険度としてあらかじめ構成比率を定めた５段階の相

対評価にランク分けしている。

・建物倒壊危険度ランク図（別添資料１－１参照)

・火災危険度ランク図（別添資料１－２参照）

・総合危険度ランク図（別添資料１－３参照）

（２）今回の調査の特徴

最新のデータと知見を反映し、より精度の高い測定方法へ改善している。

建物倒壊危険度では、木造建物について、２０１６年熊本地震における建物被害

データを反映した建物全壊率を採用している。

総合危険度の測定にあたっては、災害時活動困難係数について、より実態に即し

て災害時活動に有効な空間や道路ネットワーク密度を算出し、評価している。

３.中野区の調査結果

（１）概要

（別添資料２参照）

（別添資料３参照）



（ 第９回調査 町丁目数 )

○建物倒壊危険度(上昇６ 下降０ 変化なし７９)

建物倒壊危険度ランク５は前回今回ともに「なし」である。

○火災危険度(上昇３ 下降２３ 変化なし５９ )

前回は、危険度ランク５は、野方二丁目、大和町二丁目及び三丁目、若宮一丁目の４地

区であったが、今回は危険度ランク５の地区は「なし」となった。

○総合危険度(上昇１ 下降１７ 変化なし６７ )

前回は、危険度ランク５は、野方二丁目、大和町二丁目及び四丁目、若宮一丁目の４地

区であったが、今回は危険度ランク５の地区は野方二丁目、若宮一丁目の２地区となっ

た。

危険度種別／ランク

（危険度）
１ ２ ３ ４ ５ 合計

建物倒壊危険度 ７ ６０ １８ ０ ０ ８５

火災危険度 ８ ３３ ２８ １６ ０ ８５

総合危険度 １２ ２６ ３１ １４ ２ ８５
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出典：地震に関する地域危険度測定調査（第９回）（東京都）
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出典：地震に関する地域危険度測定調査（第９回）（東京都）
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出典：地震に関する地域危険度測定調査（第９回）（東京都）





第８回 地域危険度測定調査 第９回 地域危険度測定調査

・火災危険度４・５の地域は 19 町丁目から 16 町丁目に減少し、ランク５の地域がなくなった。

一方、ランク３からランク４に上昇した地域が２町丁目（本町二丁目及び本町四丁目）あった。

・総合危険度４・５の地域は 22 町丁目から 16 町丁目に減少した。

・危険度ランク５の地域は若宮一丁目と野方二丁目のみとなっている。

別添資料３


